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自給率100％

岡山県
西粟倉村



１．西粟倉村の概要

２．林業再生と再エネ

３．今後の取組

４．ローカルベンチャーの群れ
（起業）
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・人口 １,４７８人／５９２世帯／高齢化率35.4%（H29.3）
・面積 ５７．９７ｋ㎡ 内95%が森林、そのうち85%が人工林
・標高 ２６３ｍ～１２８０ｍ
・気候 年間平均気温１１度、年間平均降水量約２，０００ｍｍ
・交通 智頭急行線（第三セク）・鳥取自動車道により関西へアクセス
・年間出生数 11（H28） 6（H27）14（H26） 幼稚園、小学校、中学校各１

・2008年 「百年の森林構想」着想

－再エネ導入に関する主な取組－
2013.1 岡山県スマートタウンパイロット地域指定
2013.3 環境モデル都市選定 （内閣府）

2014.3 バイオマス産業都市認定 （農林水産など７府省）

2014.3    （太陽光）市民共同発電（48.6kW／FIT売電）
2014.7 （水力）西粟倉発電所（290kW／FIT売電、NPO)
2014.9 （バイオマス）林地残材燃料製造開始（木の駅プロジェクト）
2015.2～（バイオマス）村内3ヶ所温泉施設の薪ボイラー化（GPP環境省）
2015.4 （水力）影石水力発電所（5kW／FIT売電／農林水産省・岡山県）
2016 （水力）西粟倉第2発電所（199kW）基本設計
2017～ （バイオマス）地域熱供給システム整備開始

西粟倉村の概要
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福井優也
西粟倉村出身
広島東洋カープ 投手
2010年広島１巡指名



適切な森林管理と販売先の確保

「百年の森林構想」のモデル林（個人所有） 林齢は100年以上

資料提供 西粟倉村
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森林へ再投資 百年の森林（もり）事業を加速



切捨・搬出間伐、作業道開設

資料提供 西粟倉村
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個⼈の所有・村所有の⼭林は
村の⾯積５０％



百年の森林(もり)事業 （木質バイオマス）

“西粟倉流”間伐材の流れ

チップ業者 合板・集成材等
大手製材工場

森の学校
山土場 C材 B材

A・B材

H23までの流れ

H24の流れ

原木市場

森林組合土場

A材（一部）

【H24の主な変更点】

・市場中心の販売から、森林組合土場での直接販売（流
通コストの削減、需要に合わせた販売）
・組合で検寸を行い、材質に応じた売り先へ
（森の学校等地元製材工場への販売が利益が大きい）
【H26からの変更点】
・搬出コストに合わない林地残材を積極的に搬出
・C材は村内熱利用へ 7

約３００㎥

H26から追加

C材

再エネ
・薪ボイラー（温泉３施設）
・地域熱供給（新庁舎、学校）

約３０００㎥

手数料5％

手数料5％
運搬費
1,000円/m3

選木費 1,000円/m3
管理料 400円/m3



水力
1kw

水力FIT
1.3kw

水力FIT
290kw

水力FIT
5kw

太陽光FIT
49kw

太陽光
20kw

太陽光
20kw

太陽光
15kw 地域熱供給／計画中

約600kw

EV普及
公用車6台

急速充電3ヶ所

家庭の再エネ省
エネEV普及
公用車6台

急速充電3ヶ所

薪ﾎﾞｲﾗ
75kw

薪ﾎﾞｲﾗ
340kw

木の駅P
1000t/年

薪ﾎﾞｲﾗ
270kw

水力／計画中
199kw

村内の再生可能エネルギー村内の再生可能エネルギー



西粟倉発電所

取水口

取水口

マイクロ発電

１．開発の目的

農山漁村電気導入促進法に基づき、未開発
資源を活用し、良質な電力増強と地区内の
農業振興並びにへき地電力不足の解消を
図ることを目的とする。
建設事業費70,960千円
農山漁村電気導入事業融資借入 47,200千円
山林などを売って財源を確保 23,760千円

２．開発年度

測量 昭和４０年 ２月 １日

着工 昭和４０年 ６月１０日

竣工 昭和４１年 ３月 ２日

資料提供 西粟倉村
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⼩⽔⼒発電から林業再⽣へ
①旧⽔⼒発電所



⼩⽔⼒発電

流 域 面 積 １８５０㌶

使 用 水 量 ０．５５m3/sec

吉 野 川 ０．４０６m3/sec

大海里川 ０．１４４m3/sec

有 効 落 差 ６８．９ｍ

発電出力最大 ２９０ＫＷ

年間発電量２，３００，０００ｋｗｈ

売電収入の増
16,000千円⇒70,000千円
（家庭の電気使用量 75% 相当）

FITへ移⾏

再エネ自給100%目指すトップバッター
H23.4～H26.7

• H23年度 概略設計 10,000千円
• H24年度 実施設計 20,000千円
• H25年度 工事 275,000千円

地域の課題解決

・観光事業

・高齢者対策

・安全・安心

・住みやすさ

・定住促進

他の再生可能
エネルギー

水力発電

西粟倉村
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新たな再⽣エネルギー導⼊の起爆剤とする。



西粟倉発電所（めぐみ）

設備利用率９０％



影石水力発電所（５ｋＷ）



若杉天然林P（1kW）
国定公園内



⼩⽔⼒発電の位置付け 他の再エネ〜省エネ推進

家庭の電気使用量

70% 相当

地域の

課題解決

再エネ

水力

西粟倉村
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村内温泉３施設の薪ボイラー化

年間灯油ドラム缶１０００本削減



・設備導入支援（補助金）
（平成25年4月～）

・村内３温泉施設の灯油ボイラーを

全て薪ボイラーで更新（H26～H28）

・H29／予算２００万円
自然冷媒ヒートポンプ給湯器
太陽熱温水器
太陽光発電
複層ガラス、薪ストーブ

ZEH、EV
省エネ型電気冷蔵庫買換

など１５事業が対象

家庭部門の
新エネ・省エネ化

業務部門の
新エネ・省エネ化



⽊質バイオマス

西粟倉村
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温泉３施設 ドラム缶１０００本→薪



西粟倉住民

東粟倉住民

店舗

温泉施設３箇所

薪供給・ボイラー管理

西粟倉版木の駅プロジェクト
（オニ搬プロジェクト）の始動

計量(５００円／ｔ）

原木代金（６，０００円／ｔ）

オニ券３，０００円

現金 ３，０００円

オ
ニ
券
回
収

村
楽
エ
ナ
ジ
ー(

株)

ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
交
換

現
金
３
，
０
０
０
円

熱エネルギー費
現金(１３，０００円／ｔ）

地域内に留保されるお金年間１３，０００千円

経費削減額
年間３，０００千円
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太陽光発電 村⺠参加型

NPO岡山エネル

ギーの未来を考
える会

西粟倉村

西粟倉村民 金融機関
トマト銀行

中国電力

全量売電 売電収入

融資 10，000千円

返済

建設協力金28人4，900千円

元本＋金利

無償使用許可
・災害時非常電源
・環境教育

2014年3月稼働 48.6kw（年間予想発電量50，000kwh）」
事業費15，600千円

村の今後の導入予
定箇所3箇所及び
屋根貸し3箇所の

テストケース

・環境や再生可
能エネルギーへ
の関心の拡大

岡山県

支援

ABL（ｱｾｯﾄ・ﾍﾞｰｽﾄﾞ・ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）
取組＋公民連携（PPP）

西粟倉村
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生可能エネルギー導入における課題
①小水力発電＝ＦＩＴによる売電を期待するが、送電網に空きがない。
②木質バイオマス＝家庭へのエネルギー利用は減少。

森林資源の平準化必要（皆伐・植林～択伐～間伐）
③太陽光発電＝家庭への普及率３％。
④風力発電＝可能性調査が行われてない。
⑤民間事業者への再エネ導入＝村としての支援策未整備

西粟倉村
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の課題と今後の取組

省エネルギー化への課題
①ＥＶ ＝ 充電インフラ整備に比較してＥＶ普及が進まない。
②公共施設ＬＥＤ化 ＝ 未整備 カーボンマネージメント強化事業
③家庭の低炭素化 → 補助金支援対象事業拡大
④地域のエネルギーマネジメント → H29計画段階

地域への貢献度
①地域住民＝あまり実感を感じてない。

雇用創出・Ｕターン、可処分所得ＵＰ、地域活動へ貢献



森林資源の平準化とＣ材及び林地残材の
有効利用

（間伐を中心とした森林整備では2070年代には30齢級以上となり、間伐面積はなくなる。）

（皆伐・新植を進めることで林齢の平準化を進めることができる。）



熱供給システム／熱需要先施設と熱導管敷設ルート
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共同作業所

（薪ボイラー整備）

(株)村楽エナ
ジー

（熱供給会社）

薪製造
チップ製造

薪販売
熱管理

熱エネルギーセンター

チップボイラー
蓄熱タンク

チップ運搬車
小型チッパー

熱管理・運営
（村楽エナジー）

木の駅プロジェク
ト

木の駅プロジェク
ト 温浴施設3箇所

（薪ボイラー）

(株)西粟倉・
森の学校

百森原木
購入
製材

建築資材
木製品

製材課程
チップ発生

子育て支援（新築）

役場庁舎（新築）

いきいきふれあい
センター

ゆうゆう・ひだまり

中学校

小学校

木製品・建築資材等販売木製品・建築資材等販売

自社発生端材
10t/年

木材関連企業
(地場企業・新規創業)

製材所
木工製造所
工務店など
(ようび)
(木薫)

第A系統

第B系統

第C系統

整備予定

村内発生
剪定枝など

チップ販売
400t/年

熱導管

熱導管

熱導管

合板用チップ販売合板用チップ販売

整備済み

第E系統
農業ハウス・新規創業
施設・村営住宅・集住
住宅

剪定枝処分
10t/年

端材販売
190ｔ/年

C材販売
200t/年

薪販売
30t/年

百年の森林事業
森林整備

百年の森林事業
森林整備

C材販売
800t/年

熱管理・販売
チップ600ｔ/年

原木販売
4,300ｔ/

年
A材
B材

C材

森林組合森林組合

林業事業者林業事業者

山 主山 主

参加

熱管理・販売
1,000t/年

熱
販
売

A材
販売

木質バイオマス
木材の流れ



水力発電の可能性

課題
送電網(高圧)
技術（低圧）

資金調達
事業主体（住民合意）

199kW

20kW



西粟倉第２発電所検討

3ヶ所の取⽔地点
で導⼊検討

連系事前相談
中国電⼒×
関⻄電⼒○or△

※⾃営線が必要



（株）木の里工房木薫
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2006年7月 起業
西粟倉森林組合の合併に伴い
若い職員が独立。
木材加工事業をスタート

ローカルベンチャーの誕生
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（株）西粟倉・森の学校 Ａ０株式会社
2009年10月 起業
（株）トビムシの子会社として、村の木材の6次産業化と
地域へ移住・起業支援事業を主な事業とした。

2016年 4月 分社化 Ａ０株式会社 発足

ローカルベンチャー育成への取り組み



村楽エナジー＆元湯木工房ようび

平成27年4月23日山陽新聞社様資料

酒うらら

ablabo

軒下図書館（ユゴー・エ・レオ）

ソメヤスズキ

Nottuo、Fureru、じゅーく、など
ローカルベンチャー は20社

雇用創出１00名以上

↓
ローカルベンチャーも第2ステージへ
人材確保・設備投資・Uタンーン者



村と近隣市町村の人口推移
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kWh＝￥
↓

ＣＯ２削減＝￥
↓

雇用＝￥



西粟倉村役場ホームページ
(http://vill.nishiawakura.okayama.jp/)

ご静聴有り難うございました。
Facebookページ開設中！
・西粟倉村広報係（総務企画課）
・にしあわくらぶ（産業観光課）
・百年の森林創造事業（産業観光課） 資料提供 西粟倉村
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